
内視鏡検査時の鎮静剤について 

上部消化管内視鏡検査では、のどの奥にカメラが触れると、反射が

おきて吐き気が出ることがあります。のどの麻酔によって反射をお

さえて苦痛を和らげますが、反射の強い方では、それでもなお苦痛

を感じることがあります。また、大腸内視鏡検査では、腸の癒着が

ある方や、腸が長くて検査に時間がかかる方では、お腹がはったり、

お腹が痛くなることがあります。このような方では、緊張をやわら

げ、苦痛を軽くするために鎮静薬使うことがあります。当院では 

「ミダゾラム」というお薬を使います。 

 鎮静剤のよい点 鎮静剤の悪い点 

 意識がぼんやりした状態になる 

 検査の不安やストレスがやわらぐ 

 検査による苦痛や不快感がやわらぐ 

 検査が繰り返し受けやすくなる 

 意識がなくなることがある 

 検査中のことを全く覚えていないことがある 

 血圧が下がることがある 

 呼吸が弱くなることがある 

 検査後 1 時間休む必要がある 

 検査当日の運転を控える必要がある 

鎮静剤を使い過ぎると、呼吸が弱くなったり、目が覚めるまでに数

時間かかってしまう方もいますので、完全に眠ってしまうのではな

く、呼びかければ反応できる程度の鎮静が最も安全と考えています。 



よくある質問と答え 

１． 鎮静剤は使えますか？ 

使えます。検査を予約する時に、鎮静剤を希望することを担当医師にお伝え下

さい。ただし、胃カメラの場合、鎮静剤を使うと検査の予約が遅くなります。

「早く検査を受けたい」方は、鎮静剤を使用しない方法や経鼻内視鏡(鼻から

のカメラ)をお勧めします。 

また、鎮静剤が使えない方やあまり効かない方もいらっしゃいます。 

 

２． 鎮静剤が使えないことはありますか？ 

以下にあてはまる方では安全のため、鎮静剤は使えません。 

①  検査当日、車・バイク・自転車を運転する予定のある方 

②  検査終了後、１時間程度、薬の効果消失を待つ時間がとれない方 

  ③  杖歩行・車いす使用の方、８０歳以上の方、で付添いのいない方 

  ④  重症筋無力症の方  

＊眠気の強い方では、２，３時間の安静が必要となる方もいます。 

                

３． 鎮静剤が効かないことはありますか？ 

あります。当院では「ミダゾラム」というベンゾジアゼピン系のお薬を使いま

す。普段から、同じ「ベンゾジアゼピン系」のお薬を飲んでいる方、お酒が強

い方、検査に対する恐怖心が強く極端に緊張されている方では、効きにくいこ

とがあります。また、その日の体調によっても効き具合は異なります。 



当院では、消化器内視鏡学会の「内視鏡診療における鎮静に関するガイドライ

ン 2013 年」に則り、「意識下鎮静」つまり、完全に眠ってしまうのではな

く、呼びかけに反応する程度に、薬の量を加減しています。「完全に眠ること」

ではなく、「苦痛が和らぎ、安全に検査が受けられること」、を目的としてい

ますので、ご了承ください。 

また、血圧が下がったり、呼吸が弱くなることがありますので、検査中はモニ

ターをつけます。 

 

４． 検査後は、車を運転しても問題ありませんか？ 

鎮静剤を使用した方は、意識がハッキリしているつもりでも、多少ぼうっとし

ていたり、集中力が低下することがあります。検査当日は、自ら運転すること

はおやめください。病院まではバスやタクシーなどの公共交通機関でおこしく

ださい。 

自転車での来院も極力控えて頂き、どうしても自転車で来院しなければならな

い方は、帰宅時は自転車には乗らずに押して帰宅するようお願いします。 
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